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Ⅳ
保
護
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動
物

 

選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生息環境 

 

 

現　　状 

チゴモズ 
 

 

 

低地の広葉樹林帯に生息する夏鳥あるいは旅鳥。 

 

 

本州中北部に夏鳥。 

朝鮮半島，中国中部･東北部で繁殖。中国南部，東南アジアで越冬。 

 

平地から低山の明るい落葉広葉樹林や針広混交林に生息する。昆虫類

やクモ類を食べる。 

 

生息数が極めて少ない。全国的にも減少が著しいと言われている。県

内では大分と久住で６回の観察記録がある。 

スズメ目 
PASSERIFORMES 
モズ科 
Laniidae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
Ⅱ 

Lanius tigrinus Drapiez

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

アカモズ 
世界的に生息数が減少していると言われており，国内の生息数もかな

り少ない。 

 

全域の疎林に生息する夏鳥あるいは旅鳥。 

 

 

亜種アカモズ（　　　　　　　　）は主に本州中部以北に夏鳥。亜種シ

マアカモズ（　　　　　　　）は主に九州に夏鳥。 

朝鮮半島，中国東北部，ウスリー，シベリアで繁殖。中国南部，東南アジ

アで越冬。 

 

開けた林，木が疎生する草原，林縁に生息し，昆虫，カエル，小鳥類

などを食べる。 

 

県内で観察されるのは，おもに亜種シマアカモズであるが，亜種アカ

モズも春秋の通過時にはごく希に観察される。 

スズメ目 
PASSERIFORMES 
モズ科 
Laniidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
準 

Lanius cristatus superciliosus 
Latham

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

カヤクグリ 
生息数が少なく，繁殖南限である。 
 
 
長者原で少数が繁殖。全域の低木林，林縁に飛来する冬鳥。 
 
 
北海道，本州，四国に夏鳥。全国の低山に冬鳥。 
 
 
低木林，林縁の地上で種子や昆虫を食べる。 
 
 
県内では繁殖個体は希で，越冬個体も多くない。 
 
 
日本国内だけで繁殖し，越冬する固有種である。 

スズメ目 
PASSERIFORMES 
イワヒバリ科 
Prunellidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
掲載なし 

Prunella rubida rubida 
(Temminck & Schlegel)

L.c.superciliosus

L.c.lucionensis




